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３
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
３
月
26
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

松　角田　茅水　運筆の確かさ、字
の太細の変化、漢字とかなとのバラ
ンスが良く、余白も十分にとり、墨
色も相まって文言を彷彿させる作。
	 （審査評　東仲　遙邨）

【かな半紙】

小諸　鈴木真理子　淡墨肉厚の線に
て情緒感を誘い、潤筆渇筆を巧み
に表出して作品に重厚感を与える
手法に技を感じる。
	 （審査評　西口　貴翠）

【漢字半紙】

真木　幸田　芳春　紙墨相和し、潤
渇・肥痩をバランス良く配し全体
的に格調高く響きやリズムが美し
い、敲金撃石の趣ある秀作。
	 （審査評　池田　知之）

【新和様条幅】
九
書
　
長
谷
川
裕
美
　
字
形
の
大
小
、
字
間
等
の
創
意
あ
る
文
字
の
組
み
立
て
が
行
間
の
響
き
合
い
、
流
れ
に

効
果
あ
り
。
躍
動
感
あ
る
秀
作
。	

	

︵
審
査
評

　二
宮

　桂
秀
︶

【かな条幅】
い
ち
　
榊
原
由
紀
子

　深
く
沈
ん
だ
線
と
、
渇
筆
部
の
軽
や
か
な
線
の
対
比
、
流
れ
は
自
然
で
美
し
い
。
確

か
な
筆
遣
い
に
よ
る
多
彩
な
線
は
骨
力
に
富
み
魅
了
さ
れ
る
秀
作
。		

︵
審
査
評

　中
島

　永
岳
︶

【漢字条幅】
采
女
　
熊
野
　
素
心

　線
条
の
太
細
の
変
化
に
よ
る
引
き
締
っ
た
造
型
が
、
無
理
の
な
い
行
の
響
き
合
い
を

生
み
、
余
白
を
活
か
し
た
品
致
の
高
い
佳
作
。

︵
審
査
評

　永
井

　香
樹
︶
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今月の優秀作品漢 字 半 紙



今
月
の
優
秀
作
品

35

今月の優秀作品 漢 字 半 紙
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今月の優秀作品漢 字 半 紙
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今月の優秀作品 か な 半 紙
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今月の優秀作品か な 半 紙
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今月の優秀作品 か な 半 紙
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今月の優秀作品新 和 様 半 紙
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今月の優秀作品 新 和 様 半 紙
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今月の優秀作品新 和 様 半 紙
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今月の優秀作品 漢 字 条 幅

　
　
神
子
　  

吉
田
　
浩
子

　
　
柾
　  

石
曽
根
紫
峰

　
　
書
学
　  

指
田
　
敦
子

　
　
紅
彣
　  

磯
崎
あ
ゆ
み

　
　
柏
葉
　  

工
藤
　
香
琴

　
　
万
里
　  

神
之
田
澄
水

　
　
山
口
　  

神
田
真
理
子

　
　
九
書
　  

井
上
　
恵
子

　
　
Ｙ
Ｓ
　  

栁
瀬
佐
代
子

　
　
玉
桂
　  
中
村
　
桂
雲

　
　
大
井
　  

千
葉
　
弘
子

　
　
書
学
　  

増
田
　
堅
三

　
　
書
学
　  

和
泉
　
　
詩

　
　
梧
星
　  

吉
田
　
令
房

　
　
友
和
　  

上
原
万
里
子

　
　
香
竹
　  

三
宅
　
有
里

　
　
北
　  

甫
木
　
玲
子

　
　
書
学
　  

磯
上
真
知
子

　
　
人
二
　  

安
田
裕
美
子

　
　
大
井
　  
宮
本
　
紀
子

　
　
書
学
　  

岡
本
　
麻
弥
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今月の優秀作品か な 条 幅

　
　
東
林
　  

藤
巻
　
桂
泉

　
　
欣
書
　  

代
島
　
翠
葉

　
　
書
学
　  

伊
能
　
和
子

　
　
書
学
　  

野
手
　
都
子

　
　
大
分
　  

安
部
　
征
遠

　
　
大
井
　  

清
水
　
英
子

　
　
書
学
　  

藤
村
あ
ゆ
み

　
　
プ
ラ
　  

相
澤
美
佐
子

　
　
書
学
　  

尾
崎
美
和
子

　
　
水
茎
　  
民
輪
　
千
春

　
　
僕
水
　  

三
戸
　
明
泉

　
　
ハ
ル
　  

西
山
　
裕
江

　
　
洗
心
　  

村
松
　
永
好

　
　
栄
　  

柿
崎
　
洋
子

　
　
書
学
　  

大
西
　
　
司

　
　
書
学
　  

吉
村
　
丘
美

　
　
書
学
　  

藤
井
　
直
子

　
　
野
中
　  

稲
葉
　
青
風

　
　
苗
　  

大
崎
　
秀
子

　
　
安
土
　  
冨
江
　
白
輝

　
　
初
音
　  

町
田
百
合
子
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今月の優秀作品 新 和 様 条 幅

　
　
神
奈
　  

坂
下
　
蓉
子

　
　
天
神
　  

田
貝
　
康
子

　
　
九
書
　  

垣
田
　
理
恵

　
　
栄
　  

山
田
　
青
楓

　
　
書
学
　  

坂
井
　
知
子

　
　
万
里
　  

神
之
田
澄
水

　
　
プ
ラ
　  

相
澤
美
佐
子

　
　
こ
ば
　  

原
野
　
秋
麗

　
　
書
学
　  

森
山
　
恵
穂

　
　
松
声
　  
浅
野
　
壮
子

　
　
小
絹
　  

小
畑
　
知
子

　
　
長
倉
　  

阿
部
　
宏
美

　
　
山
口
　  

神
田
真
理
子

　
　
香
桜
　  

澤
水
　
清
香

　
　
書
学
　  

和
久
津
久
美

　
　
洗
心
　  

村
松
　
永
好

　
　
書
学
　  

田
本
亜
沙
子

　
　
ゆ
め
　  

馬
場
さ
お
り

　
　
書
学
　  

清
水
　
有
紀

　
　
書
学
　  
甕
　
奈
美
子

　
　
芳
水
　  

柴
原
か
お
る
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今月の優秀作品実 用 書
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今月の優秀作品 細 字

習志　  安廣　清翠

九書　  山崎美須子

千翠　  小宮富久子

書学　  小島　黄雪

書学　  棚田　恵子

書学　  及川　理佐

光丘　  上平田一代

書学　  宮下　香奈

市書　  森　　留美
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今月の優秀作品篆 刻 ・ 一 字 書審査評

随
意	

（
あ
）

審
査
評
￨
立
川

　井
梧

詩
情
や
筆
遣
ひ
の
極
意
を
知
る
平
が
な
表
現

規
定	

（
婦
）

審
査
評
￨
立
川

　井
梧

書
美
の
真
髄
を
求
め
る
漢
字
の
一
字
書

審
査
評
￨
秋
山

　凌
雲

規
定	

「
春
如
海
」

随
意
「
書
癖
」

百
合
　
外
山
　
香
風

　筆
の
突
き
、
開
閉
を
駆

使
し
て
の
匠
な
筆
致
は
、
線
の
躍
動
と
潤
渇

の
表
現
を
極
め
て
い
る
。
字
形
変
化
は
明
朗

で
安
定
し
て
い
る
。

三
木
　
宮
田
　
雲
鶴

　字
形
の
重
心
を
上
部
に

配
し
、
墨
量
の
多
さ
と
筆
圧
の
動
き
は
絶
妙

に
豊
か
で
あ
る
。
最
終
画
の
右
回
転
は
余
白

を
包
み
込
む
明
る
い
線
で
骨
力
が
快
調
。

こ
て
　
伊
藤
　
紫
香

　滲
み
の
発
生
し
に
く
い

紙
な
が
ら
、
線
は
食
い
込
み
充
分
な
筆
致
は

見
事
。
下
部
の
「
女
」
の
処
理
は
偏
平
に
し

て
表
現
停
止
は
他
の
範
と
な
る
。

青
雲
　
深
谷
　
春
琴

　仮
工
紙
に
青
墨
で
表
現
。

筆
の
開
き
を
一
定
と
し
た
筆
圧
な
が
ら
一
瞬

の
リ
ズ
ム
の
中
で
「
女
」
の
渇
筆
の
明
る
さ

は
光
明
で
あ
る
。

望
水
　
辰
巳
　
望
水

　線
質
の
躍
動
に
味
わ
い

深
い
重
厚
な
線
。
筆
圧
は
弾
力
に
富
み
活
躍

し
て
い
る
。「

」
の
筆
回
転
単
調
感
と
縦

画
の
表
現
力
は
一
考
か
。

愛
山
　
高
田
　
佳
桜

　青
墨
を
用
い
て
の
草
書

体
表
現
は
情
趣
あ
る
作
。
女
偏
に
一
考
要
す

る
が
、
潤
渇
の
表
現
で
線
に
面
白
さ
が
伝
わ

る
。

九
書
　
長
谷
川
裕
美

　紙
面
の
右
寄
せ
に
し
た

構
成
。
淡
墨
の
滲
み
の
効
果
と
線
情
は
流
動

的
で
自
在
。
一
気
の
筆
致
は
味
わ
い
深
い
作
。

桑
原
　
佐
伯
　
政
子

　筆
の
開
閉
で
線
の
太

細
、
筆
圧
の
強
弱
の
変
化
は
多
様
で
あ
る
。

余
白
を
輝
か
せ
る
。
変
形
印
の
刻
風
も
楽
し

め
る
。

春
日 

曽
我
　
卓
史

六
分
の
小
印
な
が
ら
力
強
い
運

刀
に
よ
る
強
靭
な
線
質
の
満
白

印
。「
書
」の「
日
」を
均
等
に
割
ら

ず
朱
を
多
く
残
し
た
と
こ
ろ
に

非
凡
な
才
を
感
じ
る
。

書
学 

髙
見
　
敏
久

甲
骨
文
特
有
の
鋭
さ
を
択
え
た

力
強
い
線
質
が
魅
力
。
外
郭
の

変
化
も
巧
み
で
、
全
体
的
に
明

る
く
清
々
し
い
雰
囲
気
が
あ
る
。

書
学 

石
井
　
孝
夫

キ
レ
の
あ
る
線
質
と
疎
密
の
構

成
が
巧
み
。
外
郭
の
工
夫
も
相

俟
っ
て
、
全
体
に
現
代
的
な
趣

き
で
鮮
や
か
に
ま
と
め
て
い
る
。

水
茎 

青
戸
佑
き
こ

円
形
の
空
間
を
巧
み
に
活
用
。

「
海
」
字
の
整
っ
た
分
間
を
主

軸
に
独
自
の
存
在
感
を
放
つ
作

品
と
な
っ
て
い
る
。


